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令
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年
四
月
二
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八
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、六
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

山
梨
県
公
報

第
五
百
五
十
八
号

令
和
七
年

四
月
二
十
八
日

月　曜　日

二
〇
九

目

次

告

示

○
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
要
措
置
区
域
の
指
定
の
解
除	

二
〇
九

○
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
の
指
定	

二
一
一

○
家
畜
伝
染
病
の
発
生
（
二
件
）	

二
一
三

選
挙
管
理
委
員
会

○
政
治
団
体
の
名
称
等
の
届
出	

二
一
三

教
育
委
員
会

○
落
札
者
の
決
定
に
つ
い
て
（
二
件
）	

二
一
七

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
百
二
十
九
号

土
地
が
特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
当
該
汚
染
に
よ
る
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を

防
止
す
る
た
め
当
該
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
な
区
域
と
し
て
平
成
二
十
四
年
山

梨
県
告
示
第
百
十
三
号
に
よ
り
指
定
し
た
区
域
の
全
部
に
つ
い
て
、
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年

法
律
第
五
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
当
該
汚
染
に
よ
る
人
の
健
康
の
被
害
が
生
じ
、

又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
た
め
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
指
定
を
解

除
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
森
林
環
境
部
大
気
水
質
保
全
課
及
び
山
梨
県
中
北
林
務
環
境
事

務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
四
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

指
定
を
解
除
す
る
区
域　

別
図
の
と
お
り

二　

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基

準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類　

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

三　

指
定
を
解
除
す
る
区
域
に
お
い
て
講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置　

地
下
水
の
水
質
の
測
定
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二
一
〇

5.9°

起点

別 図

起点：中央市⼀町畑字芋島
652‐1の最北端

回転⾓度：5.9°
起点を通り、東⻄⽅向及び南北⽅向に
引いた線並びにこれらと並⾏して10ｍ
間隔で引いた線により形成された格⼦
を、起点を⽀点としてして右回りに回
転した⾓度

敷地境界線

30ｍ格⼦

単位区画

指定解除要措置区域
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梨
県
公
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第
五
百
五
十
八
号
　
　
令
和
七
年
四
月
二
十
八
日

二
一
一

山
梨
県
告
示
第
百
三
十
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
が

特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
当
該
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届

出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
森
林
環
境

部
大
気
水
質
保
全
課
及
び
山
梨
県
中
北
林
務
環
境
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
四
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

指
定
す
る
区
域　

別
図
の
と
お
り

二　

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基

準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類　

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
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令
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四
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八
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二
一
二

5.9°

起点

別 図

起点：中央市⼀町畑字芋島
652‐1の最北端

回転⾓度：5.9°
起点を通り、東⻄⽅向及び南北⽅向に
引いた線並びにこれらと並⾏して10ｍ
間隔で引いた線により形成された格⼦
を、起点を⽀点としてして右回りに回
転した⾓度

敷地境界線

30ｍ格⼦

単位区画

形質変更時要届出区域
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梨
県
公
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第
五
百
五
十
八
号
　
　
令
和
七
年
四
月
二
十
八
日

二
一
三

山
梨
県
告
示
第
百
三
十
一
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
家
畜
伝
染
病
の
発
生
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
七
年
四
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

家
畜
伝
染

病
の
種
類

家
畜
の

種
類

患
畜
又
は
疑
似

患
畜
の
区
分

発
生

頭
数

発　

生　

場　

所

発　

生　

年　

月　

日

ヨ
ー
ネ
病

牛

患
畜

一

北
杜
市

令
和
七
年
四
月
十
七
日

山
梨
県
告
示
第
百
三
十
二
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
家
畜
伝
染
病
の
発
生
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
七
年
四
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

家
畜
伝
染

病
の
種
類

家
畜
の

種
類

患
畜
又
は
疑
似

患
畜
の
区
分

発
生

頭
数

発　

生　

場　

所

発　

生　

年　

月　

日

ヨ
ー
ネ
病

牛

患
畜

一

富
士
河
口
湖
町

令
和
七
年
四
月
十
七
日

選
挙
管
理
委
員
会

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
一
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
、
第
十
七
条

第
一
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
次
の
と
お
り
あ
っ
た
。

令
和
七
年
四
月
二
十
八
日

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会

委　

員　

長　
　

秋　
　

山　
　
　
　
　

洋



山
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県
公
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第
五
百
五
十
八
号
　
　
令
和
七
年
四
月
二
十
八
日

二
一
四

政
治
資
金
規
正
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
よ
る
届
出　

政
治
団
体
設
立
届

政
党
の
支
部名　

　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

設
立
年
月
日

届
出
年
月
日

国
民
民
主
党
山
梨
県
参
議
院
選
挙
区

第
1
総
支
部

後

藤
　

斎

田

中

公

江

甲
府
市
後
屋
町
三
四
四

－

二

－

一
〇
一

令
和
七
年
三
月
十

四
日

令
和
七
年
三
月
十

七
日

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
の
区
分

公
職
の
候
補
者
に
係
る
公
職
の
種
類

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

参
議
院
議
員

自
由
民
主
党
山
梨
県
上
野
原
市
第
一

支
部

久

嶋

成

美

市

川

利

夫

上
野
原
市
秋
山
三
九
四
四

－

一

令
和
七
年
四
月
一

日

令
和
七
年
四
月
二

日

そ
の
他
の
政
治
団
体

名　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

設
立
年
月
日

届
出
年
月
日

後
藤
ひ
と
し
後
援
会

後

藤
　

斎

田

中

公

江

甲
府
市
後
屋
町
三
四
四

－

二

－

一
〇
一

令
和
七
年
三
月
十

四
日

令
和
七
年
三
月
十

七
日

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
の
区
分

公
職
の
候
補
者
の
氏
名

公
職
の
候
補
者
に
係
る
公
職
の
種
類

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
係
る
国

会
議
員
関
係
政
治
団
体

後

藤
　

斎

参
議
院
議
員

マ
キ
ノ
雅
敏
と
と
も
に
歩
む
万
力
の

会

斎

間

昭

仁

佐

藤

靖

彦

山
梨
市
万
力
一
〇
九
四

令
和
七
年
三
月
五

日

令
和
七
年
三
月
五

日

長
沼
和
人
後
援
会
元
和
会

長

沼

和

人

長

沼

和

人

山
梨
市
万
力
一
六
一
二

令
和
七
年
三
月
六

日

令
和
七
年
三
月
六

日

天
野
ゆ
き
を
応
援
す
る
会

渡
辺
真
由
美

吉

原

裕

奈

山
梨
市
下
神
内
川
三
〇

－

一

令
和
七
年
二
月
一

日

令
和
七
年
三
月
七

日

豊
の
会

藤

巻

豊

彦

藤

巻

洋

恵

山
梨
市
下
神
内
川
五
三
二

令
和
七
年
三
月
十

五
日

令
和
七
年
三
月
十

八
日

渡
辺
昭
一
後
援
会

渡

辺

昭

一

渡

辺

昭

一

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
小
立
七
二
二
二

令
和
七
年
四
月
一

日

令
和
七
年
四
月
一

日

遠
藤
一
彦
後
援
会
一
曙
の
会

中
　

千

博

遠

藤

一

彦

南
巨
摩
郡
身
延
町
中
山
一
一
一

－

一

令
和
七
年
四
月
六

日

令
和
七
年
四
月
八

日

政
治
資
金
規
正
法
第
七
条
に
よ
る
届
出　

届
出
事
項
の
異
動
届

区
分

名　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

異
動
年
月
日

届
出
年
月
日

新

参
政
党
山
梨
第
1
支
部

木

川

貴

志

令
和
七
年
三
月
十

三
日

令
和
七
年
三
月
十

四
日

旧

河
西
理
映
子

新

日
本
共
産
党
甲
府
・
東
山
地
区
委

員
会

遠

藤

昭

子

令
和
六
年
一
月
一

日

令
和
七
年
三
月
二

十
六
日

旧

深

澤

公

子

新

悠
和
会

山
中
貢
一
郎

令
和
七
年
三
月
一

日

令
和
七
年
三
月
三

日

旧

飯

塚

栄

次

新

電
機
連
合
山
梨
政
治
活
動
委
員
会

貝

原
　

茂

亀

井

志

郎

令
和
七
年
三
月
四

日

令
和
七
年
三
月
四

日

旧

堀

内

敬

士

石

津

博

史

新

友
和
会

佐

藤

一

男

南
都
留
郡
道
志
村
二
七
七
二

令
和
七
年
三
月
七

日

令
和
七
年
三
月
七

日

旧

出

羽

幸

男

南
都
留
郡
道
志
村
一
二
一
〇

新

飛
泉
会

飛
矢
崎
雅
也

令
和
七
年
三
月
十

日

令
和
七
年
三
月
十

日

旧

篠

原

貢

一

新

山
梨
県
美
容
政
治
連
盟

澤
登
れ
い
子

令
和
六
年
五
月
二

十
七
日

令
和
七
年
三
月
十

七
日

旧

橋

本

光

隆

新

三
枝
け
ん
じ
応
援
隊

笛
吹
市
石
和
町
松
本
七
三
二

令
和
七
年
三
月
十

一
日

令
和
七
年
三
月
十

八
日

旧

笛
吹
市
石
和
町
松
本
九
三
七

－

三

新

安
留
重
雄
後
援
会

安

留

隆

雄

織

原

三

雄

令
和
六
年
十
一
月

一
日

令
和
七
年
三
月
十

九
日

旧

杉

田

文

隆

小

山

田

実

新

古
屋
弘
和
を
支
援
す
る
会

古

屋

弘

和

古

屋

弘

和

令
和
七
年
三
月
二

十
一
日

令
和
七
年
三
月
二

十
一
日

旧

竹

川

一

雄

竹

川

昭

司

新

山
梨
県
商
工
政
治
連
盟

岩

下

和

彦

中

澤

良

夫

令
和
六
年
五
月
三

十
一
日

令
和
七
年
三
月
二

十
四
日

旧

中
村
己
喜
雄

若

杉

成

剛

新

久
嶋
成
美
後
援
会

佐

藤

春

樹

令
和
七
年
三
月
二

十
五
日

令
和
七
年
三
月
二

十
五
日

旧

原

田

正

一

新

山
梨
県
獣
医
師
連
盟

輿

水

佳

哉

令
和
六
年
七
月
一

日

令
和
七
年
三
月
二

十
七
日

旧

渡

辺

賢

次

新

わ
か
ば
の
K
A
I

令
和
七
年
二
月
一

日

令
和
七
年
三
月
二

十
七
日

旧

若
葉
会　

若
尾
し
ょ
う
子
と
山
梨

の
子
ど
も
の
未
来
を
考
え
る
会

新

未
来
L
a
b
o
.　

南
ア
ル
プ
ス
市
鮎
沢
一
〇
九
七

－

一

令
和
六
年
十
二
月

十
五
日

令
和
七
年
三
月
二

十
八
日

旧

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
三
一
七

新

H
o
k
u
t
o　

D
e
m
o

c
r
a
c
y　

L
a
b

熊
野
御
堂
瑞
子

令
和
七
年
三
月
三

十
一
日

令
和
七
年
三
月
三

十
一
日

旧

中

村

典

子

新

創
る
ち
か
ら
・
笑
顔
の
会

青

木

俊

也

令
和
七
年
四
月
一

日

令
和
七
年
四
月
一

日

旧

輿

石

十

直

新

雄
友
会

青

木

俊

也

令
和
七
年
四
月
一

日

令
和
七
年
四
月
一

日

旧

輿

石

十

直

新

日
本
薬
業
政
治
連
盟
山
梨
支
部

大

平

大

介

丹

後
　

学

中
央
市
山
之
神
流
通
団
地
三

－

七

－

三

令
和
七
年
四
月
一

日

令
和
七
年
四
月
三

日

旧

坂

本
　

徹

仁

科
　

馨

中
央
市
山
之
神
流
通
団
地
北
二

新

甲
府
改
善
の
会

松

田

晃

平

令
和
七
年
四
月
一

日

令
和
七
年
四
月
四

日

旧

横

森

久

男



山
梨
県
公
報
　
　
第
五
百
五
十
八
号
　
　
令
和
七
年
四
月
二
十
八
日

二
一
五

区
分

名　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

異
動
年
月
日

届
出
年
月
日

新

参
政
党
山
梨
第
1
支
部

木

川

貴

志

令
和
七
年
三
月
十

三
日

令
和
七
年
三
月
十

四
日

旧

河
西
理
映
子

新

日
本
共
産
党
甲
府
・
東
山
地
区
委

員
会

遠

藤

昭

子

令
和
六
年
一
月
一

日

令
和
七
年
三
月
二

十
六
日

旧

深

澤

公

子

新

悠
和
会

山
中
貢
一
郎

令
和
七
年
三
月
一

日

令
和
七
年
三
月
三

日

旧

飯

塚

栄

次

新

電
機
連
合
山
梨
政
治
活
動
委
員
会

貝

原
　

茂

亀

井

志

郎

令
和
七
年
三
月
四

日

令
和
七
年
三
月
四

日

旧

堀

内

敬

士

石

津

博

史

新

友
和
会

佐

藤

一

男

南
都
留
郡
道
志
村
二
七
七
二

令
和
七
年
三
月
七

日

令
和
七
年
三
月
七

日

旧

出

羽

幸

男

南
都
留
郡
道
志
村
一
二
一
〇

新

飛
泉
会

飛
矢
崎
雅
也

令
和
七
年
三
月
十

日

令
和
七
年
三
月
十

日

旧

篠

原

貢

一

新

山
梨
県
美
容
政
治
連
盟

澤
登
れ
い
子

令
和
六
年
五
月
二

十
七
日

令
和
七
年
三
月
十

七
日

旧

橋

本

光

隆

新

三
枝
け
ん
じ
応
援
隊

笛
吹
市
石
和
町
松
本
七
三
二

令
和
七
年
三
月
十

一
日

令
和
七
年
三
月
十

八
日

旧

笛
吹
市
石
和
町
松
本
九
三
七

－

三

新

安
留
重
雄
後
援
会

安

留

隆

雄

織

原

三

雄

令
和
六
年
十
一
月

一
日

令
和
七
年
三
月
十

九
日

旧

杉

田

文

隆

小

山

田

実

新

古
屋
弘
和
を
支
援
す
る
会

古

屋

弘

和

古

屋

弘

和

令
和
七
年
三
月
二

十
一
日

令
和
七
年
三
月
二

十
一
日

旧

竹

川

一

雄

竹

川

昭

司

新

山
梨
県
商
工
政
治
連
盟

岩

下

和

彦

中

澤

良

夫

令
和
六
年
五
月
三

十
一
日

令
和
七
年
三
月
二

十
四
日

旧

中
村
己
喜
雄

若

杉

成

剛

新

久
嶋
成
美
後
援
会

佐

藤

春

樹

令
和
七
年
三
月
二

十
五
日

令
和
七
年
三
月
二

十
五
日

旧

原

田

正

一

新

山
梨
県
獣
医
師
連
盟

輿

水

佳

哉

令
和
六
年
七
月
一

日

令
和
七
年
三
月
二

十
七
日

旧

渡

辺

賢

次

新

わ
か
ば
の
K
A
I

令
和
七
年
二
月
一

日

令
和
七
年
三
月
二

十
七
日

旧

若
葉
会　

若
尾
し
ょ
う
子
と
山
梨

の
子
ど
も
の
未
来
を
考
え
る
会

新

未
来
L
a
b
o
.　

南
ア
ル
プ
ス
市
鮎
沢
一
〇
九
七

－

一

令
和
六
年
十
二
月

十
五
日

令
和
七
年
三
月
二

十
八
日

旧

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
三
一
七

新

H
o
k
u
t
o　

D
e
m
o

c
r
a
c
y　

L
a
b

熊
野
御
堂
瑞
子

令
和
七
年
三
月
三

十
一
日

令
和
七
年
三
月
三

十
一
日

旧

中

村

典

子

新

創
る
ち
か
ら
・
笑
顔
の
会

青

木

俊

也

令
和
七
年
四
月
一

日

令
和
七
年
四
月
一

日

旧

輿

石

十

直

新

雄
友
会

青

木

俊

也

令
和
七
年
四
月
一

日

令
和
七
年
四
月
一

日

旧

輿

石

十

直

新

日
本
薬
業
政
治
連
盟
山
梨
支
部

大

平

大

介

丹

後
　

学

中
央
市
山
之
神
流
通
団
地
三

－

七

－

三

令
和
七
年
四
月
一

日

令
和
七
年
四
月
三

日

旧

坂

本
　

徹

仁

科
　

馨

中
央
市
山
之
神
流
通
団
地
北
二

新

甲
府
改
善
の
会

松

田

晃

平

令
和
七
年
四
月
一

日

令
和
七
年
四
月
四

日

旧

横

森

久

男



山
梨
県
公
報
　
　
第
五
百
五
十
八
号
　
　
令
和
七
年
四
月
二
十
八
日

二
一
六

政
治
資
金
規
正
法
第
十
七
条
第
一
項
に
よ
る
届
出　

政
治
団
体
解
散
届

区
分

名　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

異
動
年
月
日

届
出
年
月
日

新

参
政
党
山
梨
第
1
支
部

木

川

貴

志

令
和
七
年
三
月
十

三
日

令
和
七
年
三
月
十

四
日

旧

河
西
理
映
子

新

日
本
共
産
党
甲
府
・
東
山
地
区
委

員
会

遠

藤

昭

子

令
和
六
年
一
月
一

日

令
和
七
年
三
月
二

十
六
日

旧

深

澤

公

子

新

悠
和
会

山
中
貢
一
郎

令
和
七
年
三
月
一

日

令
和
七
年
三
月
三

日

旧

飯

塚

栄

次

新

電
機
連
合
山
梨
政
治
活
動
委
員
会

貝

原
　

茂

亀

井

志

郎

令
和
七
年
三
月
四

日

令
和
七
年
三
月
四

日

旧

堀

内

敬

士

石

津

博

史

新

友
和
会

佐

藤

一

男

南
都
留
郡
道
志
村
二
七
七
二

令
和
七
年
三
月
七

日

令
和
七
年
三
月
七

日

旧

出

羽

幸

男

南
都
留
郡
道
志
村
一
二
一
〇

新

飛
泉
会

飛
矢
崎
雅
也

令
和
七
年
三
月
十

日

令
和
七
年
三
月
十

日

旧

篠

原

貢

一

新

山
梨
県
美
容
政
治
連
盟

澤
登
れ
い
子

令
和
六
年
五
月
二

十
七
日

令
和
七
年
三
月
十

七
日

旧

橋

本

光

隆

新

三
枝
け
ん
じ
応
援
隊

笛
吹
市
石
和
町
松
本
七
三
二

令
和
七
年
三
月
十

一
日

令
和
七
年
三
月
十

八
日

旧

笛
吹
市
石
和
町
松
本
九
三
七

－

三

新

安
留
重
雄
後
援
会

安

留

隆

雄

織

原

三

雄

令
和
六
年
十
一
月

一
日

令
和
七
年
三
月
十

九
日

旧

杉

田

文

隆

小

山

田

実

新

古
屋
弘
和
を
支
援
す
る
会

古

屋

弘

和

古

屋

弘

和

令
和
七
年
三
月
二

十
一
日

令
和
七
年
三
月
二

十
一
日

旧

竹

川

一

雄

竹

川

昭

司

新

山
梨
県
商
工
政
治
連
盟

岩

下

和

彦

中

澤

良

夫

令
和
六
年
五
月
三

十
一
日

令
和
七
年
三
月
二

十
四
日

旧

中
村
己
喜
雄

若

杉

成

剛

新

久
嶋
成
美
後
援
会

佐

藤

春

樹

令
和
七
年
三
月
二

十
五
日

令
和
七
年
三
月
二

十
五
日

旧

原

田

正

一

新

山
梨
県
獣
医
師
連
盟

輿

水

佳

哉

令
和
六
年
七
月
一

日

令
和
七
年
三
月
二

十
七
日

旧

渡

辺

賢

次

新

わ
か
ば
の
K
A
I

令
和
七
年
二
月
一

日

令
和
七
年
三
月
二

十
七
日

旧

若
葉
会　

若
尾
し
ょ
う
子
と
山
梨

の
子
ど
も
の
未
来
を
考
え
る
会

新

未
来
L
a
b
o
.　

南
ア
ル
プ
ス
市
鮎
沢
一
〇
九
七

－

一

令
和
六
年
十
二
月

十
五
日

令
和
七
年
三
月
二

十
八
日

旧

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
三
一
七

新

H
o
k
u
t
o　

D
e
m
o

c
r
a
c
y　

L
a
b

熊
野
御
堂
瑞
子

令
和
七
年
三
月
三

十
一
日

令
和
七
年
三
月
三

十
一
日

旧

中

村

典

子

新

創
る
ち
か
ら
・
笑
顔
の
会

青

木

俊

也

令
和
七
年
四
月
一

日

令
和
七
年
四
月
一

日

旧

輿

石

十

直

新

雄
友
会

青

木

俊

也

令
和
七
年
四
月
一

日

令
和
七
年
四
月
一

日

旧

輿

石

十

直

新

日
本
薬
業
政
治
連
盟
山
梨
支
部

大

平

大

介

丹

後
　

学

中
央
市
山
之
神
流
通
団
地
三

－

七

－

三

令
和
七
年
四
月
一

日

令
和
七
年
四
月
三

日

旧

坂

本
　

徹

仁

科
　

馨

中
央
市
山
之
神
流
通
団
地
北
二

新

甲
府
改
善
の
会

松

田

晃

平

令
和
七
年
四
月
一

日

令
和
七
年
四
月
四

日

旧

横

森

久

男

名　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

解
散
年
月
日

届
出
年
月
日

立
憲
民
主
党
山
梨
県
参
議
院
選
挙
区

第
1
総
支
部

藤
原
伸
一
郎

藤

原

克

己

甲
府
市
大
里
町
三
六
七
二

－

三
レ
ザ
ン
大
里
一
〇
六

令
和
七
年
四
月
四

日

令
和
七
年
四
月
十

一
日

野
中
く
に
も
と
後
援
会
「
幹
樹
会
」

野

中

國

幹

川

﨑

成

一

南
ア
ル
プ
ス
市
平
岡
一
六
二
八

令
和
六
年
十
一
月

三
十
日

令
和
七
年
三
月
三

日

堅
友
会

山

田

秀

文

宮

沢
　

護

北
杜
市
白
州
町
白
須
六
七
四
八

令
和
六
年
十
二
月

二
十
八
日

令
和
七
年
三
月
十

三
日

北
杜
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
会

小

須

田

牧

酒

井

久

欣

北
杜
市
高
根
町
清
里
三
五
四
五

令
和
六
年
十
一
月

三
十
日

令
和
七
年
三
月
二

十
六
日

渡

啓
治
後
援
会

渡

啓

治

渡

啓

治

北
杜
市
高
根
町
長
沢
二
四
五
一

－

二
八

令
和
六
年
十
二
月

三
十
一
日

令
和
七
年
三
月
二

十
六
日

未
来
へ
の
総
仕
上
げ
。
風
の
会

坂

本

一

之

中

込

幹

也

甲
斐
市
富
竹
新
田
四
五
五

令
和
七
年
三
月
二

十
六
日

令
和
七
年
三
月
二

十
七
日

新
し
い
上
野
原
を
創
る
会

中

村

光

義

久

島

順

子

上
野
原
市
上
野
原
一
四
三
二

令
和
六
年
十
二
月

二
十
七
日

令
和
七
年
三
月
三

十
一
日

小
野
す
ず
え
後
援
会
「
鈴
の
会
」

河

野

勝

惠

岩

下

治

子

山
梨
市
上
神
内
川
一
五
一

令
和
六
年
十
二
月

十
五
日

令
和
七
年
四
月
三

日

岡
部
き
く
お
を
支
援
す
る
会

宿

澤
　

猛

梅

本

尚

志

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
四
二

令
和
六
年
十
二
月

三
十
一
日

令
和
七
年
四
月
四

日



山
梨
県
公
報
　
　
第
五
百
五
十
八
号
　
　
令
和
七
年
四
月
二
十
八
日

二
一
七

山
梨
県
立
わ
か
ば
支
援
学
校
長　
　

金　
　

丸　
　
　

学

一　

落
札
に
係
る
役
務
の
名
称
及
び
数
量

㈠　

名
称　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
業
務

㈡　

数
量　

一
式

二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
所
属
の
名
称
及
び
所
在
地

㈠　

名
称　

山
梨
県
立
わ
か
ば
支
援
学
校

㈡　

所
在
地　

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
有
野
三
千
三
百
四
十
六
番
地
三

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
七
年
三
月
二
十
四
日

四　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
二
項
に
よ
る
届
出　

資
金
管
理
団
体
指
定
届

氏　
　

名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
氏
名

指
定
年
月
日

届
出
年
月
日

後

藤
　

斎

参
議
院
議
員

後
藤
ひ
と
し
後
援
会

甲
府
市
後
屋
町
三
四
四

－

二

－

一

〇
一

後

藤
　

斎

令
和
七
年
三
月
十

七
日

令
和
七
年
三
月
十

七
日

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
よ
る
届
出　

資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
の
届

氏　
　

名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
氏
名

資
金
管
理
団
体
で
な
く

な
っ
た
年
月
日

届
出
年
月
日

野

中

國

幹

市
議
会
議
員

野
中
く
に
も
と
後
援
会
「
幹
樹

会
」

南
ア
ル
プ
ス
市
平
岡
一
六
二
八

野

中

國

幹

令
和
六
年
十
一
月
三
十
日

令
和
七
年
三
月
三

日

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
に
よ
る
届
出　

資
金
管
理
団
体
異
動
届

区
分

氏　
　

名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
氏
名

異
動
年
月
日

届
出
年
月
日

新

若

尾

彰

子

わ
か
ば
の
K
A
I

令
和
七
年
二
月
一
日

令
和
七
年
三
月
二
十

七
日

旧

若
葉
会　

若
尾
し
ょ
う
子
と
山

梨
の
子
ど
も
の
未
来
を
考
え
る

会

名　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

解
散
年
月
日

届
出
年
月
日

立
憲
民
主
党
山
梨
県
参
議
院
選
挙
区

第
1
総
支
部

藤
原
伸
一
郎

藤

原

克

己

甲
府
市
大
里
町
三
六
七
二

－

三
レ
ザ
ン
大
里
一
〇
六

令
和
七
年
四
月
四

日

令
和
七
年
四
月
十

一
日

野
中
く
に
も
と
後
援
会
「
幹
樹
会
」

野

中

國

幹

川

﨑

成

一

南
ア
ル
プ
ス
市
平
岡
一
六
二
八

令
和
六
年
十
一
月

三
十
日

令
和
七
年
三
月
三

日

堅
友
会

山

田

秀

文

宮

沢
　

護

北
杜
市
白
州
町
白
須
六
七
四
八

令
和
六
年
十
二
月

二
十
八
日

令
和
七
年
三
月
十

三
日

北
杜
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
会

小

須

田

牧

酒

井

久

欣

北
杜
市
高
根
町
清
里
三
五
四
五

令
和
六
年
十
一
月

三
十
日

令
和
七
年
三
月
二

十
六
日

渡

啓
治
後
援
会

渡

啓

治

渡

啓

治

北
杜
市
高
根
町
長
沢
二
四
五
一

－

二
八

令
和
六
年
十
二
月

三
十
一
日

令
和
七
年
三
月
二

十
六
日

未
来
へ
の
総
仕
上
げ
。
風
の
会

坂

本

一

之

中

込

幹

也

甲
斐
市
富
竹
新
田
四
五
五

令
和
七
年
三
月
二

十
六
日

令
和
七
年
三
月
二

十
七
日

新
し
い
上
野
原
を
創
る
会

中

村

光

義

久

島

順

子

上
野
原
市
上
野
原
一
四
三
二

令
和
六
年
十
二
月

二
十
七
日

令
和
七
年
三
月
三

十
一
日

小
野
す
ず
え
後
援
会
「
鈴
の
会
」

河

野

勝

惠

岩

下

治

子

山
梨
市
上
神
内
川
一
五
一

令
和
六
年
十
二
月

十
五
日

令
和
七
年
四
月
三

日

岡
部
き
く
お
を
支
援
す
る
会

宿

澤
　

猛

梅

本

尚

志

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
四
二

令
和
六
年
十
二
月

三
十
一
日

令
和
七
年
四
月
四

日

教
育
委
員
会

◉　

落
札
者
の
決
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
公
示
は
、
二
千
十
二
年
三
月
三
十
日
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
を
改
正
す
る
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
千
九
百
九
十
四

年
四
月
十
五
日
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
、
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日

本
国
と
欧
州
連
合
と
の
間
の
協
定
そ
の
他
の
国
際
約
束
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
も
の
で
あ

る
。

令
和
七
年
四
月
二
十
八
日



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
五
百
五
十
八
号
　
　
令
和
七
年
四
月
二
十
八
日

二
一
八

㈠　

名
称　

山
梨
交
通
株
式
会
社

㈡　

住
所　

山
梨
県
甲
府
市
飯
田
三
丁
目
二
番
三
十
四
号

五　

落
札
金
額　

六
千
八
十
三
万
五
千
五
百
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
七
年
三
月
三
日

◉　

落
札
者
の
決
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
公
示
は
、
二
千
十
二
年
三
月
三
十
日
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
を
改
正
す
る
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
千
九
百
九
十
四

年
四
月
十
五
日
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
、
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日

本
国
と
欧
州
連
合
と
の
間
の
協
定
そ
の
他
の
国
際
約
束
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
も
の
で
あ

る
。

令
和
七
年
四
月
二
十
八
日

山
梨
県
立
か
え
で
支
援
学
校
長　
　

深　
　

澤　
　

和　
　

仁

一　

落
札
に
係
る
役
務
の
名
称
及
び
数
量

㈠　

名
称　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
業
務

㈡　

数
量　

一
式

二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
所
属
の
名
称
及
び
所
在
地

㈠　

名
称　

山
梨
県
立
か
え
で
支
援
学
校

㈡　

所
在
地　

山
梨
県
甲
府
市
東
光
寺
二
丁
目
二
十
五
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

四　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

㈠　

名
称　

富
士
急
バ
ス
株
式
会
社

㈡　

住
所　

山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
小
立
四
八
三
七

五　

落
札
金
額　

六
千
五
十
万
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
七
年
三
月
三
日


